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キンゾ 〔ーU Khin Zaw〕は、英軍に参加して図書館から離れていましたので、誰も管理する者が
おりませんでした。接収前後の空白期間にビルマ人住民による略奪が始まりました。この状況を
目にしたビルマ独立義勇軍のアウンサン将軍の配下、ディードック・ウー・バチョウらが、これ
を阻止したいと思い日本軍に訴えたそうです。すると日本軍は略奪していた者を見せしめに射殺
し、その後略奪がやみました。
　日本軍の兵隊の中には、そこにある書物の価値がわからないので、炊きつけに使ってしまうも
のもあったそうです。
　1945年、日本が敗北を喫し撤退する時になると、日本軍は図書館にダイナマイトを仕掛け、
これを爆破してゆきました。これは医薬品を爆破するためであったと考えられています。この爆
破で図書館の屋根と土台が破壊され、四囲の頑丈な壁のみが残りました。中にあった書籍や文書
はすべて焼け落ちてしまいました。G. H. ルースのコレクションも図書館の中に置かれていまし
たので、これも失われました。
  また、日本軍の占領中にマニュスクリプトの一部が持ち去られたと言われています。これにつ
いては、何度か調査が行なわれましたが、日本に到着した形跡はどうもないようです。日本に到
着していれば、日本のビルマ研究者のどなたかの目にとまっているはずだと思うのですが、そう
いう報告は皆無ですし。
ビルマ（ミャンマー）折畳み写本、貝葉文書保存共有プロジェクト（斎藤照子）
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　戦争や内戦は、図書館にとってほんとうに残酷な敵と言わねばなりません。
―そうでしたか…。当時の状況を考えると、日本にまで到着している可能性はほんとうに少な
いように思われます。当時の関係者も、数少なくなっているでしょうが、占領下の図書館の問題
や持ち出されたマニュスクリプトの運命がどうなったのかについて、日本側からも調べてみる必
要を感じます。
―私たち東京外国語大学の21世紀COEプロジェクト「史資料ハブ地域文化研究拠点」（C-DATS）
が、ミャンマーで大学歴史研究センターとの共同事業として折畳写本、貝葉文書の保存・共有事
業をはじめるに当たっては、ウー・トーカウンさんにいろいろお知恵と助力を頂きました。おか
げさまで立ち上げが可能となり、こうして2年半の間に多数の写本の撮影、マイクロフィルム作
成、デジタル化を順調に進めることができました。このプロジェクトについて、ミャンマー側の
一員としてどう評価されているか、また何か問題点がありましたら、それらの点についても率直
なところをお聞きしたいのですが。
ウー・トーカウン：C-DATSとの共同プロジェクトにより、多くのマニュスクリプトが、マイク
ロフィルム撮影とデジタル化という手段で保存できるようになったことをとても喜んでいます。
ミャンマーにはまだまだ極めて貴重な貝葉や写本が、保存の手が届かずに各地に存在して、その
ままでは朽ち果て読めなくなるものもたくさんあります。最近でもモン族の王朝の故地である下
ビルマ、タトン地方に多くの貝葉があることがわかりました。これらは、僧院に蔵されています
が、適切な保存の措置はとられていません。
　C-DATSでは、オリジナルの文書をけっしてもとの場所から動かさない、非収奪的な保存、共
有に徹すると言う理念をはっきり掲げており、厳密にそれが守られていますので、こうしたプロ
ジェクトであればとても歓迎したいのです。保存、整理を進めるべき伝統的な文書、放置されて
破損が進みつつある文書が国内各地に多数残っています。私たちは、専門家、機材、資金などあ
らゆる面での不足に直面していますので、このプロジェクトによる協力を高く評価しています。
―ほかにも外国の大学とこうした協力を進められたことがあるでしょうか。現在もこのような
プロジェクトがほかにもあるでしょうか。
ウー・トーカウン：1991年から93年にかけて、コーネル大学の協力によって約千冊の写本、貝葉
文書を撮影、マイクロフィルムにおさめ、合計100巻のマイクロフィルムが作成されました。こ
れが最初の事例です。当時ミャンマー教育省は、ミャンマーの伝統文書である写本、貝葉文書の
マイクロフィルムを外国大学の協力の下に作成し、そのコピーが国外に出ることに関して否定的
でしたが、パーリ語、歴史学、東洋学、図書館学の4人の教授で委員会を作り、問題のない文書
だけを選んで写しているのだと言う説明を行なって認可されました。
　その後の外国大学による協力は現在のC-DATSとの共同事業だけで、ほかにはありません。
史資料ハブ／事業提携推進プロジェクトの紹介
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―最後に、こうした国際的な協力を行おうとする外国の研究機関、大学あるいは個人に対して、
どのようにプロジェクトを立ち上げ進めてゆくべきか、ご助言がありましたら、ぜひお聞かせく
ださい。
ウー・トーカウン：そうですね。やはり刺激しすぎるとうまくゆきません。ですから派手な宣伝
はしないように。そしてマニュスクリプトと言う言葉は使わないほうがうまくゆきそうです。静
かに、かつゆっくりと進める必要があります。ゾージーに“ベイダーパン”という詩があるのを
知っていますか。
―ええ、私もとても好きな詩です。ミャンマーのことを考えるとき、よくこの詩が頭に浮かび
ます。
ウー・トーカウン：エーヤーワディの支流に浮かぶベイダーパン（ホテイアオイ）のように、大波を
何度被ってもけっして沈んでしまわない、そして水路が倒木やごみでふさがっていれば、ほかの
水路を探し出す、こうした智恵が私たちに必要なのだと思います。
―そうですね。そのような智恵を持ちたいと思います。今日はほんとうにありがとうございま
した。これからもお元気で活躍していただけることを念じております。
ウー・トーカウン：こちらこそ、どうもありがとうございました。
左：ウー・トーカウン氏　中央：ミョウ ミン博士（仏教振興局長）　右：トーフラ博士（前大学歴史研究センター長・
ミャンマー伝統文書保存委員会書記）
